
年度 200９  学期 前期 曜日・校時  金曜日・２校時 必修選択 必修 単位数 ２単位 

授業科目/(英語名) 
 

教養特別講義／（Colloquium） 
 

対象年次 １年次 講義形態 講義・講演 教室 ４０３・２０１・中部講堂 

対象学生(クラス等)  Ｄ１６ Ｋ２５      科目分類 共通基礎科目 

担当教員(科目責任者) / E メールアドレス/研究室/TEL/オフィスアワー 

富永義則/Ｅﾒｰﾙｱﾄ ﾞﾚｽ：ytomi@nagasaki-u.ac.jp/研究室：環境科学部/TEL：819-2748  /オフィスアワー：金曜日

13:00-15:00 教員研究室

石松隆和/Ｅﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ：ishi@nagasaki-u.ac.jp/研究室：工学部/TEL：819-2508 /オフィスアワー：月３校時 
中村武弘/Ｅﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ：tak-nak@nagasaki-u.ac.jp /研究室：環境科学部 315/TEL：819-2746 /オフィスアワー：水曜１校時 
谷川昌幸/Ｅﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ：tanigawa@nagasaki-u.ac.jp/研究室：教育学部/TEL：819-2308 /オフィスアワー：木曜２校時 

担当教員(オム
ニバス科目等) 

 
 

授業のねらい/授業方法（学習指導法）/授業到達目標 
授業のねらい：ものの見方・考え方の多様性、課題探求･学問の面白さを知るとともに、学生生活の拠点となる長崎に

ついての多様な視点からの諸特徴について理解を深めることによって学生諸君が探求心と豊かな心を
持ち，平和を支え，社会に貢献する人材となることを期待する。 

 
授業方法  ：特別講演形式と講義形式の両建てにより行い，特別講演は学長，理事，名誉教授などが担当する。講義は，

「長崎」３回、「安全・安心」２回、「平和」３回、「海洋と文化」３回を講義する。 
 
授業到達目標：特別講演により、長崎大学の理念に触れ，ものの見方・考え方の多様性、課題探求･学問の面白さを

知る。講義により，学生生活の場である長崎の歴史，文化，自然を理解し，長崎大学に学ぶ学生とし
ての自覚を促し，世界を理解する。身近に起こりうる災害や対処法等について学び，安全で安心でき
る地域社会の大切さを理解する。被爆地長崎を通して平和について学び，平和を愛する豊かな人間性
を育む。地球上全ての生命の維持に不可欠な海洋について学ぶ。さらに，古来より，大陸文化の伝来・
発展・交流の街道の最前線であった長崎を理解する。アジアとの関係を含め，長崎の歴史，文化，平
和について知識を広め互いにそれぞれの分野について議論できるようになる。 

 
授業内容(概要) /授業内容(毎週毎の授業内容を含む) 

授業内容（概要） 

 長崎： 第１回  シーボルト来日の意味、シーボルトの処方箋から見えるもの 

第２回 化学技術の開祖上野彦馬について 

第３回 衛生学の父長与専斎について 

 
 安全・安心：長崎に暮らす高齢者や障害者の生活の現状を眺め、安全安心のためになにが必要かについて述べる。

 
海洋と文化： 第１回：海洋の流動について 

第２回：海洋の環境汚染について 
第３回：海洋のエネルギーについて 

 
 平和： グローバル化は国境ばかりか，軍隊と警察，戦争と平和の区別を曖昧にしてしまった。この授業では，こ

の変化を説明した上で，現代における平和実現のためには何が必要かについて考察する。①近代の消極的平

和，②グローバル化と積極的平和，③途上国における平和構築。 
 
第１回  ４月１０日 特別講演Ⅰ  片峰  茂 （学  長） 
第２回  ４月１７日 長    崎   富永義則 （環境科学部） 
第３回  ４月２４日 長    崎   富永義則 （環境科学部） 
第４回  ５月 １日 長    崎   富永義則 （環境科学部） 
第５回  ５月 ８日 安全・安心   石松隆和 （工学部） 
第６回  ５月１５日 安全・安心   石松隆和 （工学部） 
第７回  ５月２２日 海洋と文化   中村武弘 （環境科学部） 
第８回  ５月２９日 海洋と文化   中村武弘 （環境科学部） 
第９回  ６月 ５日 海洋と文化   中村武弘 （環境科学部） 
第１０回 ６月１２日 特別講演Ⅱ  水田善次郎（名誉教授） 
第１１回 ６月１９日 特別講演Ⅲ  小山  純（名誉教授） 
第１２回 ６月２６日 平    和   谷川昌幸 （教育学部） 
第１３回 ７月 ３日 平    和   谷川昌幸 （教育学部） 
第１４回 ７月１０日 平    和   谷川昌幸 （教育学部） 
第１５回 ７月１７日 特別講演Ⅳ   橋本健夫 （教学担当理事） 
 
 
 
 
 
 



キーワード 長崎：シーボルト，古写真，衛生学の父
安全・安心：高齢者、地域、福祉、共生 
平和：（参考書）高橋・舟越編『ナガサキから平和学する』法律文化社，2008 

藤原・岡本（編）『グローバル時代の平和学』第１～４巻，法律文化社，2004 
教科書・教材・参考書 
 
 
 

長崎：(参考図書)「出島の科学」および「出島のくすり」を参考にする。九州大学出版会。 
安全・安心：印刷物の配布 
海洋と文化：教科書は使用しない。当日資料を配布し,プロジェクタで講義を行う。 
平和：（参考書）高橋・舟越編『ナガサキから平和学する』法律文化社，2008 

藤原・岡本（編）『グローバル時代の平和学』第１～４巻，法律文化社，2004 

成績評価の方法・基
準等 

長崎２４点、安全・安心１６点、平和２４点、海洋と文化２４点、特別講演１２点の配点とする。 
長崎：レポートの内容（６０％）と授業への参加状況（４０％）を考慮して評価 
安全・安心：レポートによる評価 
平和：３回目授業時に試験実施（２４点） 
海洋と文化：出席状況とレポートによる総合評価。 
 

受講要件(履修条件)  

本科目の位置づけ 

/学習・教育目標 

 

備考(準備学習等)  
 

  


